
 

 

  平成２６年４月８日   

 矢祭町立内川小学校    

学校図書館担当 石井   

 

 

 

  

 

 

 

新入生や新しく転入された先生方をお迎えして、新チーム内川が結成されました！あたたかな日差しを受けて、花壇の花

もきらきらと輝いて咲いています。今年度も、より一層たくさんの本に出会えるように、「もったいない図書館」との連携を

図り、読書環境をより良いものにしていきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

平成２５年度は、平成２４年度１１月に行われた「読書に関する調査」の結果から、これまで毎月 

２冊以上本を読むことを目標にしていた読書冊数を、毎月５冊以上を目標に読書指導を行ってきまし 

た。 

     その結果、平成２４年度の１年間の読書冊数が８３１冊だったのが、昨年度は１１５６冊へと増加 

    しました。１年間の読書平均冊数も、４８．８冊から６４．２冊へと２０冊近くの伸びが 

    みられました。 

     今年度も、目標冊数を毎月５冊はもちろん継続し、全員が毎月の目標を達成できる 

ようにしたいと思います！！読書の環境を整備・充実させながら、子どもたちの読書 

意欲をさらに高められるよう、指導していきたいと思いますので、どうぞよろしく 

お願いします。 

 

 

 

 

 

 

   今年度も、５冊以上の本を読むことを目標に設定しました。 

また、今年度から内川小学校では、毎週日曜日の１０分間を 

『家読
うちどく

タイム』とします。お子様とのコミュニケーションの場 

として、家族だんらんの話題として１０分の活動を生活の中に 

も生かしていっていただけたらと思います。 

 お忙しいとは思いますが、ご協力をお願いします。 

 

 

 

今年度も、児童が日頃から本に親しめるような環境をつくっていきたいと考えておりますので、ご家庭の方でも、 

ぜひ本に触れ合う機会を増やしていただけるようご協力お願いします。 

『継続は力なり！』という言葉もあります。学校と家庭が連携し、継続して読書活動に取り組んでいきたいと思 

いますので、重ねてご協力お願いします。 


